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研究成果の概要（和文 ：）

本研究では清初とそれ以降の詩経学の思想的連続性について考察した。具体的には、陳啓源

を代表とする清初の詩経学者たちの研究を分析して、その学術的特色を整理し、あわせて後代

の学者の所論を分析し、両者の関連性について考察を加え、そこから清初の詩経学者の所論が

肯定的・否定的に継承されながら清代詩経学を形成していったことを確認した その成果は 陳。 『

啓源の詩経学』などの諸研究により報告し、新たな知見を学界に提示し得た。

研究成果の概要（英文 ：）
The research of ideological continuity in the study of Shi-Jing in the Qing Period

after Early Qing. This research, specifically focus on the scholars of Shi-Jing in Ea
rly Qing Period (Chen qi-yuan represent them), to analyze the study of them, and to o
rganize its academic features. Next, scholars of the future generations from them, we
analyzed the theory. And, we considered the relationship between the two. Finally it
checked about the following points: The scholars of Shi-Jing in Early Qing Period, t
heir thought had been inherited in a positive light on the one hand, and that had bee
n inherited in a negative lite on the other. And this both parties began to form the
study of Shi-Jing in the Qing Dynasty. The result is reported by studies such as "Che
n Qi-Yuan's science of Shi-Jing", presented to the academic community to obtain new k
nowledge.
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１．研究開始当初の背景

『詩経』に関しては、日本・中国・

韓国それぞれに詩経学会が存在し、学

術雑誌の発刊や国際研討会を通じて、

活発な学術交流が行われていた。しか

し、本研究の対象である清代詩経学に

関して先行研究を整理したところ、そ

の研究動向としては主に清代中期の乾

隆・嘉慶年間、いわゆる乾嘉期の詩経

学ばかりが注目・研究されていた。

、 『 』清初詩経学は 陳啓源 毛詩稽古編

三十巻や朱鶴齢『詩経通義』十二巻の

大著があり、赤塚忠氏『詩経研究』で

その重要性も早くから指摘されてはい
たが、村山吉廣氏による姚際恒などの

研究を除けば、国内外ともに当該時期

の研究は滞っていた。

そこで研究代表者が陳啓源『毛詩稽

古編』を試みに通読したところ、以降

の清代詩経学の諸成果につながる先駆

的学説が幾つか検知でき、また、清初

以降の『詩経』研究書に、陳啓源の学

説の影響が確認できたため、研究代表

者は清代詩経学の思想的連続性とその

。学術的価値について着想するに至った

２．研究の目的

本研究の研究目的は、これまで解明

されていない清初から清末に到る詩経

学における思想史上の動線を明らかに

することである。

３．研究の方法

以下の三段階の検証を経て、研究目
的を達成する。

（１）陳啓源『毛詩稽古編』及び朱鶴

齢『詩経通義』に代表される、清初詩

経学の諸学者が提示した『詩経』に関

する種々の著作と学説を整理し、その
特色を明らかにする。

（２）前項で確認した清初詩経学にお

ける諸学説とその特色に留意して、清

初以降の詩経学者と『詩経』研究書に

検討を加え、清初詩経学の学術的成果

がどのように引き継がれているか、そ

の経路と展開を明らかにする。

（３）前項で明らかにした清代詩経学

が持つ思想的連続性が、清代の学界に

与えた影響について、特に清朝乾嘉期

、 。以降の諸文献を分析し 検討を加える

４．研究成果

（１）初年度からの主な研究成果：

以下の通り提示する。

①清初を代表する詩経学者である陳啓

源の詩序論および「小学」に関する学
説の時代的意義と乾嘉期への継承過程

の解明。

② 毛詩稽古編 諸テキストの校訂： 四『 』 『

庫全書』所收本、嘉慶十八年刊本 『皇、

清經解』所收本及び張敦仁校訂手抄本

の校訂。

③朱鶴齢と陳啓源の詩経学の比較およ

び清初詩経学の時代的意義の検討。

④顧炎武及び閻若璩ら、清初の諸学者

の詩経学についての考察。

⑤恵棟・王昶・銭大昕・翁方綱・陳

奐・胡承珙・戴震ら、乾嘉期を代表す
る学者たちの詩経学の検討、および彼

らの著作からの、清初詩経学に対する

評価の収集。

、⑥本研究の実行段階で整理・収集した

清初以降の諸学者の清初詩経学に対す

る態度についての考察。清初詩経学と

乾嘉期以降の詩経学における思想的連

続性の解明、および清初詩経学の学術

的価値の再確認。

全体として、清初諸学者の詩経学お

よび乾嘉期諸学者の詩経学に対する考

察まで含めて作業は比較的順調に進行

した。研究計画初年度の段階で、陳啓

源の研究を中心に論を進めた結果とし
て、本研究における達成目的のひとつ

「清初詩経学における諸学説とその特

色に留意して、清初以降の詩経学者と

『詩経』研究書に検討を加え、清初詩

経学の学術的成果がどのように引き継

がれているか、その経路と展開を明ら

かにする 」をほぼ達成し得た。その成。

果の一端は、二度の国際学会での発表



、および論文による報告に顕著であるが

これら一連の研究は、最終的には単著

『 『 』 』陳啓源の詩経学・ 毛詩稽古編 研究

として結実した。概書は陳啓源の詩経

学を解明するとともに、清初以降の詩

経学の展開に関して、これまで未解明

であった詩序論の継承にまつわる諸事

情に着眼して研究を進めた点に独創性

を有し、関連する学界の発展に寄与し

得たと愚考する。

また先掲③～⑥に関連して学術発表

「清初詩経学における詩序論」および

「清朝中期詩経学に関する試論」を行

った。これら二回の発表を通して得ら
れた結論を概括すると、以下の通りで

ある：清初詩経学に確かな学術的価値

を認めた後代の学者達は、自らの詩経

研究に際しては、清初詩経学の学術成

果をはっきりと継承していた。また同

じく後代、清初詩経学者達が見せた研

究成果に関して思想的見地から対立す

る学者達が存在し、清初詩経学の成果

を否定すべく議論を進めていたことが

明らかとなった。こうした学者による

批判を分析することによって、いわば

逆説的に清初詩経学の影響力を認識す

ることが出来た。また、この学術的対

立構造から、清代詩経学が持つ人的構

造の一端を解明し得た。

今後の課題としては、本研究で論及

し尽くせなかった清朝の諸学者の詩経

学に関連する学説について、継続して

考察を加えることと、先掲②に関して

所謂善本と呼ばれる稀覯書を調査する

ことが挙げられる。②については、現

在に至るまで、諸外国に残存する善本

調査の作業を継続中であるため、調査

が終了次第その成果を発表したい。
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